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日本ＣＣＳ調査株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：石井 正一）

は、経済産業省から「平成２８年度二酸化炭素削減技術実証試験事業」を受託し、４

月６日から５月２４日にかけて、７,１６３トンの二酸化炭素の圧入を実施いたしまし

た。また、５月末より、弊社の管理する設備の法定点検及び保全工事並びに、ガス供

給元（製油所）の大規模保全工事に伴い、二酸化炭素の圧入を停止していました。 

６月～７月に実施した二酸化炭素貯留海域における海洋汚染防止法の許可申請書

に基づく春季の海洋環境調査におきまして、海水中の二酸化炭素濃度について、事前

に厳しい条件で設定していた「基準線」より高い観測値が得られました。これらの観

測値は、地理的にも時間的にも非連続で分散していることから、自然変動と考えてい

ますが、法令に基づき慎重に事業を進めるべく、追加の採水調査を実施しています（７

月２５日より開始）。 

法定点検及び保全工事は終了しましたが、圧入再開時期につきましては、本追加調

査の結果を確認した上で、改めてご報告いたします。 

 

【会社概要】 
名 称： 日本ＣＣＳ調査株式会社 
事 業 内 容： 二酸化炭素（ＣＯ2）の分離・回収、輸送、地中貯留（ＣＣＳ） 

技術の事業化調査及び研究開発諸業務、実証試験 
代 表 取 締 役 社 長： 石井 正一 
本 社 所 在 地： 東京都千代田区丸の内一丁目７番１２号 
資 本 金： ２億４，２５０万円 
設 立 日： 平成２０年５月２６日 
Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.japanccs.com/ 
株 主： 電力、石油元売り、エンジニアリング、 総合商社、石油開発、 

鉄鋼、ガス、化学など３５社 

 以上 

※同時配信 

   苫小牧市政記者クラブ、北海道経済記者クラブ 

 

 

 

【報道関係者からのお問い合わせ】 
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広報渉外部 広報渉外グループ 
担当：金森、花田 

TEL：０３-６２６８-７６１０    FAX：０３-６２６８-７３８５ 

 

苫小牧地区におけるＣＣＳ大規模実証プロジェクト 

二酸化炭素圧入再開時期の検討状況について 



   

苫小牧地区におけるCCS大規模実証事業：二酸化炭素圧入再開時期の検討状況について（その１）（経済産業省委託事業） 

１．海洋汚染防止法と二酸化炭素の貯留 

平 成 2 8 年 8 月 
日本ＣＣＳ調査（株） 

添付資料 

３．海洋環境調査の結果 

図１ 海洋環境調査の調査地点と調査内容 

２．海洋環境調査計画 

図３ 基準線より高い地点の配置 

1P 

我が国において二酸化炭素を海底下に貯留する場合は、海洋汚染防止法（海洋汚染等及び海

上災害の防止に関する法律）およびその関連法規の規定に則り、事業者は二酸化炭素貯留開始

前に環境大臣へ申請して許可を取得する必要があります。苫小牧大規模ＣＣＳ実証プロジェクトは、

経済産業省による実証事業のため、事業者である経済産業大臣が申請者となり、二酸化炭素貯

留の許可を平成28年3月31日付けで環境大臣より取得しました。これに基づき、平成28年4月6日

～5月24日にかけて、7,163トンの二酸化炭素の萌別層砂岩層への貯留を実施しました。  

海洋汚染防止法の規定により、二酸化炭素貯留開始前の平成25年8月から平成26年5月の間

に、夏季調査、秋季調査、冬季調査および春季調査を実施し、貯留海域の四季の状況を把握しま

した。この結果に基づき、二酸化炭素貯留開始後の海洋環境調査計画（図１）を定めました。その

中では、酸素飽和度と二酸化炭素分圧の関係に基づく「基準線」を設定しました（図２）。圧入開始

後は、事業者が定期的な四季の海洋環境調査を実施し、その結果を環境省へ報告するとともに、

「基準線」を超える値が測定された場合には、追加調査を実施することとなっています。 

図２ 海洋環境調査による観測値の分布 

本年４月の二酸化炭素貯留開始後には、6月～7月に春季海洋環境調査を行いました。まず、6

月3日に採水した試料の分析の結果、12点の調査地点のうち沿岸部の4地点を除く評価対象地点8

地点のうち5地点で基準線より高い値が確認されました。また、確認調査として、上記12点の調査

点に加えて、基準線より高い値が観測された5地点の東西南北に新たな調査地点を設けた計32点

（既存12点＋4×5点）について、6月21日～23日に採水した試料の分析を実施しました。このうち、

確認調査の評価対象の28地点のうち2地点（上記の5地点とは別の地点）で基準線より高い値が確

認されました（図2、図3参照）。 



苫小牧地区におけるCCS大規模実証事業：二酸化炭素圧入再開時期の検討状況について（その２）（経済産業省委託事業） 

添付資料 2P 

４．観測値の地理的・時間的な不連続性と、統計的な観測値のばらつき 

６．追加調査の実施と圧入再開 

上記の通り、基準線より高い値が得られた原因は自然変動と考えていますが、法令に基づ

き慎重に事業を進めるべく、追加の採水調査を実施しています（7月25日～。 既存32点の調査

地点に加え、6点の調査地点を加えた全38点の調査地点が対象。）。 

5月末より、弊社の管理する設備の法定点検及び保全工事並びに、ガス供給元（製油所）の

大規模保全工事に伴い、二酸化炭素の圧入を停止しておりましたが、本追加調査の結果を確

認した上で圧入再開時期を検討する予定でおります。 

なお、圧入再開時期が確定しましたら、改めてご報告いたします。 

図３に示す通り、6月3日に採水した試料では5地点で基準線より高い値が得られましたが、一部

は沖合（St.10地点）で観測されるなど、これらの5地点は地理的に集中していません。6月21日～23

日に採水した試料では2地点で基準線より高い値が得られましたが、これも地理的に集中していま

せん。また、これら2地点は、6月3日に採水した試料で基準線より高い値が観測された5地点とは別

の地点である上、近傍の東西南北等の4地点では基準線より低い値が確認されています。 このよう

に、観測値は地理的、時間的に不連続であり、分散していることから、基準線より高い値が得られた

原因は自然変動だと考えています。 

基準線は、平成25～26年に観測した32試料という限定した観測値により近似曲線を計算し、観測

値が収まる可能性が高い区間を厳しめに見積もって設定したものです。そのため、今次の春季海洋

調査のように延べ36試料を分析すると、自然変動による観測値の統計的なばらつきのため、基準線

より高い値を示す観測値が見られることも当然あるものと当社は考えております。 

５．海洋生物の状況調査 

６月１～８日に試料採取した海洋生物の状況調査について、現在取りまとめ中ですが、ベース

ライン観測結果とほぼ同様の傾向を示し、海洋生物の生息状況に変化は確認されておりません。 
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